
琉球大学学術リポジトリ

モーツァルト音楽の本質への一考察

言語: Japanese

出版者: 島袋哲教授退官記念論文集刊行会

公開日: 2012-08-21

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 泉, 惠得, 泉, 恵得, Izumi, Keitoku

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/25078URL



〃
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
こ
の
上
な
く
彊
度
の
魔
神
性
を
も
っ
た
人
で
あ
る
。
魔
神
的
な
も
の
の
主
要
特
徴
は
、
そ
れ
が
突
然
で
あ
る
こ
と
、

計
算
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
悟
性
に
よ
る
直
接
の
制
御
が
で
き
な
い
こ
と
、
な
の
で
あ
る
″
（
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ホ
イ
ス
）

〃
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
は
、
我
々
が
一
人
で
は
殆
ん
ど
登
り
つ
め
る
事
の
で
き
な
い
様
な
頂
き
へ
我
々
の
精
神
を
引
き
上
げ
て
ゆ
く
。
又
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
恐
ろ
し
い
も
の
の
描
罵
に
も
優
美
を
た
た
え
て
い
る
″
（
ア
ド
ル
フ
・
ボ
シ
ョ
ー
）

〃
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
様
な
現
象
が
、
そ
れ
以
上
何
と
も
説
明
の
つ
か
な
い
一
つ
の
奇
蹟
で
あ
る
事
に
か
わ
り
は
な
い
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
も
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
も
、
達
し
難
き
も
の
と
し
て
、
魔
人
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
だ
″
（
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ゲ
ー
テ
）

緒
言

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
に
対
す
る
讃
辞
は
、
枚
翠
に
い
と
ま
が
無
く
、
而
も
そ
の
全
て
が
最
高
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。

〃
死
と
は
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
聴
け
な
く
な
る
事
で
す
″
（
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）
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然
し
乍
ら
、
反
面
、
〃
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
子
供
に
し
か
向
か
な
い
音
楽
だ
″
と
か
、

〃
音
階
ば
っ
か
り
で
ど
れ
も
皆
似
か
よ
っ
て
い
る
音
楽
だ
〃
〃
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

大
人
を
感
動
さ
せ
る
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
子
供
っ
ぽ
い
音
楽
だ
〃
等
々
、
瞳
斥
す

る
聾
も
未
だ
時
た
ま
聞
こ
え
て
来
た
り
す
る
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
三
十
五
年
と
い
う
短
か
い
生
の
中
で
、
六
○
○
静
り
の
作
品
を

書
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
中
で
一
つ
と
し
て
駄
作
が
無
く
、
又
、
生
活
の
必
要
の
馬

に
大
急
ぎ
で
書
か
れ
た
も
の
の
中
に
も
、
必
ず
光
り
輝
や
く
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
稿
で
は
、
彼
の
作
品
の
色
々
な
切
り
口
を
分
析
し
、
責
蓋
的
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

音
楽
の
本
質
に
迫
っ
て
み
た
い
。

先
ず
一
般
的
な
事
か
ら
述
べ
る
と
、
リ
ズ
ム
の
基
本
と
い
う
も
の
は
、
大
別
し
て

「
ア
ル
シ
ス
ど
の
厨
」
と
「
テ
ー
ジ
ス
弓
言
巴
の
」
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
歴
史
的
に

見
る
と
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
舞
踏
に
於
け
る
足
の
「
上
げ
」
「
下
げ
」
に
由
来
し
て
お

り
、
つ
ま
り
、
足
を
上
げ
る
場
合
が
「
ア
ル
シ
ス
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
弱
い
ア
ク
セ

ン
ト
、
或
い
は
弱
拍
を
意
味
し
た
。
又
、
足
を
下
げ
る
時
は
「
テ
ー
ジ
ス
」
で
あ
り
、

強
い
ア
ク
セ
ン
ト
、
或
い
は
強
拍
の
意
味
で
あ
っ
た
。
現
代
音
楽
理
論
と
し
て
、
こ

の
「
ア
ル
シ
ス
」
「
テ
ー
ジ
ス
」
の
意
味
が
確
立
さ
れ
た
の
は
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の

リ
ズ
ム
理
論
の
復
興
を
通
し
て
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
語
が
理
論
的
、
葵
術

的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
。
即
わ
ち
、
「
ア
ル
シ
ス
」
と
は
八
飛
躍
ｖ
で
あ
り
、
上
を
指

１
Ⅱ
ノ
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ム
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向
す
る
八
浮
遊
リ
ズ
ム
ｖ
で
あ
る
。
又
、
「
テ
ー
ジ
ス
」
と
は
八
休
息
ｖ
で
あ
り
、
下
へ
向
か
う

八
婦
納
リ
ズ
ム
ｖ
で
あ
る
と
言
え
る
。

初
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
に
於
け
る
リ
ズ
ム
の
特
色
は
何
か
と
請
う
と
、
「
ア
ル
シ
ス
」

が
極
め
て
多
い
リ
ズ
ム
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
の
馬
に
、
音
楽
が
軽
快
で

し
な
や
か
に
な
り
、
旋
律
の
伸
び
や
か
さ
、
明
る
さ
、
跳
躍
感
、
浮
遊
感
、
藷
展
性
等
が
附
興

さ
れ
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
リ
・
ゲ
オ
ン
爵
貝
昌
○
言
目
（
一
八
七
五

～
一
九
四
四
）
の
請
う
八
弓
璽
の
の
の
邑
四
具
の
走
る
様
な
哀
し
み
ｖ
と
い
う
言
葉
や
八
邑
の
四
の

日
の
５
ｍ
ｍ
の
流
れ
る
如
き
悲
し
さ
ｖ
と
い
う
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
音
楽
の
特
質
を
見
事
に
言
い
富
て

た
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
も
、
多
く
は
こ
の
リ
ズ
ム
の
ア
ル
シ
ス
の
事
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
譜
例
を
い
く
つ
か
塞
げ
て
、
賞
護
的
に
見
て
み
よ
う
。

「
春
へ
の
憧
れ
」
と
い
う
こ
の
曲
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
曲
の
中
で
、
最
も
人
口
に
謄
炎

し
、
子
供
に
さ
え
よ
く
知
ら
れ
た
曲
だ
が
、
冒
頭
の
４
小
節
、
合
計
十
五
個
の
音
符
の
う
ち
、
十
三

個
の
音
符
が
ア
ル
シ
ス
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
○
印
を
付
し
た
音
符
）
。
こ
れ
は
パ
ー
セ
ン
テ
ー

ジ
で
言
う
と
、
八
一
％
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
今
度
は
器
楽
曲
を
例
に
取
ろ
う
。

こ
れ
は
、
ピ
ア
ノ
を
習
う
初
心
者
が
、
誰
で
も
弾
く
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
（
函
畠
圏
）
の
第
一

楽
章
だ
が
、
こ
こ
で
も
、
４
小
節
の
中
に
あ
る
９
個
の
音
符
の
う
ち
、
７
個
が
ア
ル
シ
ス
で
あ

り
、
約
七
八
％
の
割
合
を
占
め
る
。

こ
の
様
に
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
の
リ
ズ
ム
構
造
は
、
座
倒
的
に
ア
ル
シ
ス
が
多
い
事
が

額
け
る
わ
け
で
、
こ
の
事
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
音
楽
の
特
質
を
形
成
す
る
一
つ
の
大
き
な
要
素

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
視
黙
を
塗
え
て
み
れ
ば
、
ア
ル
シ
ス
が
多
い
と
い
う
事
は
、

歌
い
よ
い
’
四
邑
客
胃
ｌ
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
歌
い
よ
い
と
い
う
事
も
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
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音
楽
の
大
き
な
特
色
の

一
つ
と
し
て
、
章
を
一

つ
設
け
て
も
よ
い
く
ら

い
だ
が
、
こ
れ
は
ア
ル

シ
ス
・
リ
ズ
ム
に
起
因

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
章

に
纏
め
て
お
く
事
と
す

る
。
因
み
に
、
ア
ル
シ

ス
が
多
く
、
篇
に
歌
い

よ
い
と
い
う
似
た
例
で

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
作
品

を
塞
げ
、
又
逆
に
ア
ル

シ
ス
が
少
な
く
、
篇
に

歌
い
に
く
い
と
い
う
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
封
象

的
な
位
置
に
在
る
例
と

し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
作
品
を
示
し
て
お
こ

う
。
○
印
が
ア
ル
シ
ス
、

×
印
が
テ
ー
ジ
ス
で
あ

る
○
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交響曲卜短調第四十番
SymphonieG-Moll
（SynphonyinG-minor）

又
、
先
述
し
た
ア
ン
リ
・
ゲ
オ
ン
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
こ
だ
わ
る
な
ら
、

第1楽章
W.A.Mozartに窪0
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醒
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三
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三

１
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１
言
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恥
一
三
幸
一

ViolinI

ViolinII

Viola

Violoncello

DoubleBass

た
ち
ど
こ
ろ
に
い
く
つ
も
譜
例
が
提
示
で
き
る
の
で
あ
る
。
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モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
音
楽
の

フ
レ
ー
ズ
の
大
き
な
特
徴

の
一
つ
は
、
フ
レ
ー
ズ
の

最
後
か
ら
２
番
目
の
音
が

長
く
、
そ
こ
に
重
心
が
置

か
れ
、
且
つ
、
大
事
だ
と

い
う
事
で
あ
る
。
勿
論
、

全
て
の
作
品
の
フ
レ
ー
ズ

が
そ
う
だ
と
い
う
わ
け
一
で

は
な
い
が
、
多
く
の
楽
曲

に
こ
の
様
な
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
濁
得
の
形
が
頻
繁
に
見

受
け
ら
れ
、
謂
わ
ば
、
一

つ
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
様
式

を
作
っ
て
い
る
と
言
え
る

の
で
、
あ
る
。 ２

フ
レ
ー
ズ
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PianoSonataKV.332(第一楽章）
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SymphonyNo40g-mollKV550(第二楽章）

面

'1

こ
の
、
謂
わ
ば
ブ
ー
ビ
ー
賞

（
後
ろ
か
ら
２
番
目
と
い
う
意
味

で
）
と
も
言
う
べ
き
フ
レ
ー
ズ
の

特
徴
は
、
一
種
の
掛
留
音
と
も
解

稗
で
き
る
が
、
聞
こ
え
て
く
る
音

楽
的
感
興
と
し
て
は
、
恒
重
で
丁

寧
、
或
い
は
逢
巡
と
も
聞
こ
え
る

が
、
反
面
、
音
楽
的
繊
細
さ
や
徴

密
さ
等
の
肌
理
の
細
か
さ
の
中
に
、

確
責
な
停
止
感
と
い
う
も
の
が
聞

き
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
フ
レ
ー

ズ
の
ブ
ー
ビ
ー
賞
と
い
う
形
は
、

他
の
作
曲
家
に
は
殆
ん
ど
見
ら
れ

な
い
の
で
、
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
様

式
」
の
顕
著
な
一
例
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
最
後
に
、
最
も
典
型
的
な

例
と
し
て
、
オ
ペ
ラ
「
ド
ン
・
ジ
ョ

ヴ
ァ
ン
ー
こ
の
ツ
ェ
ル
リ
ー
ナ
の

有
名
な
ア
リ
ァ
ハ
く
の
今
巴
８
国
‐

ロ
○
Ｖ
を
譜
例
に
引
い
て
お
こ
う
。
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モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
に
於
け
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
中
で
、
特
筆
さ

れ
る
べ
き
は
、
所
謂
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
五
度
」
と
言
わ
れ
て
い
る
和

音
で
あ
る
。
こ
れ
は
増
和
音
の
一
種
で
あ
り
、
平
行
五
度
が
含
ま
れ

る
か
ら
、
和
書
法
の
法
則
か
ら
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
禁
則
で
あ
り
、

反
則
な
の
で
あ
る
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
静
り
に
美
し
い
そ
の
響

き
を
捨
て
難
く
、
禁
則
を
承
知
で
こ
の
和
音
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

責
際
、
こ
の
和
費
の
響
き
は
大
愛
美
し
く
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
好
ん

で
使
っ
た
馬
に
彼
の
名
前
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
音
楽
史
的
背

景
と
共
に
、
後
世
に
於
い
て
は
、
菖
人
が
承
認
、
首
肯
し
て
い
る
事

柄
で
あ
る
。
畢
寛
、
天
才
と
い
う
も
の
は
、
凡
人
達
の
法
則
を
超
越

し
て
い
る
存
在
だ
と
い
う
事
の
一
つ
の
護
左
だ
と
言
え
る
わ
け
で
あ

ろ
う
。
こ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
効
果
に
よ
っ
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
多

く
の
音
楽
的
表
現
力
意
獲
得
で
き
た
意
味
は
大
き
く
、
そ
の
事
に
よ
っ

て
、
バ
ロ
ッ
ク
以
前
の
作
曲
家
の
成
し
得
な
か
っ
た
表
現
が
可
能
に

な
り
、
彼
等
と
は
違
っ
た
音
楽
で
も
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
と
い

う
新
し
い
時
代
を
築
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
音
楽
的
表
現
力
と
は
、

音
色
の
多
彩
さ
、
緊
張
と
弛
緩
の
効
果
性
、
音
楽
の
織
密
と
繊
細
さ
、

音
楽
の
蕊
展
性
と
婦
納
性
、
音
楽
的
空
間
構
造
等
々
で
あ
る
。

３
ハ
ー
モ
ニ
ー
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モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
の
休
止
符

の
中
で
、
際
立
っ
た
特
性
を
有
し
て

い
る
の
が
、
休
止
、
停
止
の
機
能
を

持
た
な
い
休
止
符
で
あ
る
。
普
通
、

休
止
符
と
い
う
の
は
休
止
や
停
止
を

意
味
し
、
従
っ
て
そ
の
機
能
を
前
提

に
し
て
譜
面
に
書
か
れ
る
の
で
あ
る

が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
場
合
に
は
、

違
う
意
味
合
い
を
滞
び
て
休
止
符
が

書
か
れ
て
い
る
曲
が
多
く
あ
る
。
即

わ
ち
そ
れ
は
、
休
止
符
の
代
わ
り
に

呼
吸
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
ノ
ン
・
レ
ガ
ー

ト
、
或
い
は
言
葉
の
抑
揚
等
を
意
味

し
た
り
、
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る

事
が
性
々
に
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
、
彼
の
作
品
全
部
が
そ
う
だ
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
本
来
の
意
味

の
休
止
符
と
し
て
も
十
分
使
わ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
こ
の
様
な
、
休
止
を

４
休
止
符
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意
味
し
な
い
休
止
符
の
使
用
と
い
う
の
は
、
音
楽
の
徹
密
さ
や
繊
細
さ
ｌ
言
っ

て
み
れ
ば
、
精
妙
さ
ｌ
と
緊
密
に
繋
が
る
事
で
あ
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
音
楽

の
特
質
の
一
要
素
を
形
成
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
牛
生
当
重
ｅ
ｍ
“
く
巴
‐

言
言
ロ
）
」
、
と
い
う
曲
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
譜
例
に
つ
い
て
、
補
足
的
に
解
説

を
加
え
て
お
こ
う
。
先
ず
、
上
段
の
の
冨
且
の
後
に
置
か
れ
て
い
る
休
止
符
は
、

意
味
上
の
Ｅ
切
り
の
篇
に
書
か
れ
て
い
る
し
、
次
の
鴨
言
。
写
の
休
符
は
、
子

音
の
。
写
を
う
ま
く
蕊
音
し
て
貰
う
篇
に
配
さ
れ
て
い
る
の
で
、
歌
い
手
に
と
っ

て
歌
い
よ
く
、
親
切
な
作
曲
技
法
だ
と
い
う
事
が
言
え
る
。
又
、
下
段
の
置
呂
‐

５
日
の
部
分
に
置
か
れ
て
い
る
休
符
は
、
目
と
い
う
子
音
を
確
責
、
且
つ
効
果

的
に
蕊
す
る
役
割
を
滞
び
て
い
る
し
、
次
の
評
胃
茸
の
休
符
は
、
言
葉
の
促
音

の
リ
ズ
ム
と
語
尾
の
サ
ヱ
土
日
を
明
確
に
調
音
す
る
機
能
を
輿
え
ら
れ
て
い
る
。

次
に
も
う
一
例
、
今
度
は
「
ク
ロ
ー
ヘ
に
（
醒
目
○
匡
８
）
」
と
い
う
曲
を
取

り
塞
げ
て
み
よ
う
。

上
段
の
９
国
屋
の
○
三
の
。
の
軍
語
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
休
符
は
、
の
ｇ
の
子

音
を
確
責
に
調
音
す
る
篤
の
も
の
だ
し
、
次
の
囚
旨
云
の
後
の
休
符
は
、
語
尾

の
鼻
の
ヱ
土
日
と
促
音
と
を
確
買
に
出
す
と
い
自
切
采
を
狙
っ
て
置
添
れ
て
い
る
。

こ
の
様
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
テ
キ
ス
ト
の
言
葉
を
非
常
に
大
事
に
扱
い
、
調

音
と
溌
音
、
そ
し
て
護
書
と
が
う
ま
く
行
っ
て
歌
わ
れ
る
様
に
心
を
く
だ
い
た

事
が
よ
く
解
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
非
常
に
精
妙
夢
作
曲
語
法
を
持
っ

た
作
曲
家
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

器
楽
曲
か
ら
も
譜
例
を
出
し
て
お
こ
う
。
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モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
音
楽
の
一
つ
の
側
面
は
、
音
階
が

た
く
さ
ん
出
て
く
る
事
で
あ
る
。
４
小
節
の
テ
ー
マ

が
歌
わ
れ
た
と
思
っ
た
途
端
、
す
ぐ
長
い
音
階
の
聯

績
に
な
っ
た
り
す
る
。
し
か
し
た
だ
軍
に
経
過
的
措

置
や
、
つ
な
ぎ
、
或
い
は
韓
調
の
前
段
階
と
し
て
の

準
備
の
鳥
と
い
う
役
廻
り
で
な
く
、
「
表
現
」
と
し
て

の
必
然
性
と
説
得
力
を
持
っ
て
機
能
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
将
に
、
「
音
階
の
音
楽
家
」
、
或
い
は
又
、
「
歌

う
メ
ロ
デ
ィ
ス
ト
」
と
呼
べ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

而
も
そ
の
音
階
は
、
殆
ん
ど
が
デ
ィ
ァ
ト
ニ
ッ
ク

（
全
音
階
的
音
階
）
と
な
っ
て
い
る
の
に
注
目
し
た
い
。

譜
例
を
見
て
み
よ
う
。

こ
の
曲
も
ピ
ア
ノ
望
習
者
の
誰
も
が
弾
く
曲
だ
が
、

冒
頭
テ
ー
マ
が
出
た
後
、
す
ぐ
そ
の
３
倍
程
の
量
の

音
階
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
も
全
て
が
デ
ィ
ァ

ト
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
歌
曲
に
は
妙
な
い
が
、
矢
張
り

出
て
来
る
。

オ
ペ
ラ
に
な
る
と
、
こ
れ
は
も
う
山
の
様
に
出
て

く
る
の
で
あ
る
。 ５

音
階

義 害[Qpŝ *'ttaa
一
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「
彼
の
蕊
貴
は
大
蕊
繊
細
で
、
音
の
違
い
を
極
め
て
的
確
に
正
し
く
と
ら
え
た
。
最
も
大
き
な
音
を
出
し
て
い
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
お
い
て
さ
え
、

ご
く
僅
か
な
誤
謬
な
い
し
は
音
の
狂
い
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
お
か
し
な
人
間
な
い
し
は
楽
器
を
、
正
確
に
指
摘
す
る
事
が
で
き
る
程
で
あ
っ
た
。
１

１
中
略
ｌ
彼
の
感
受
性
が
い
か
に
敏
感
で
あ
っ
た
か
、
又
彼
の
葵
術
感
貴
が
い
か
に
活
溌
で
あ
っ
た
か
は
、
良
い
音
楽
が
演
奏
さ
れ
る
と
涙
を

流
す
程
に
感
動
し
た
と
い
う
事
責
か
ら
、
推
し
量
る
事
が
で
き
る
。
」
（
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
頚
」
よ
り
引
用
）
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
同
時
代
人
で
あ
り
、

且
つ
彼
と
親
交
の
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ッ
・
ニ
ー
メ
チ
ェ
ク
（
一
七
六
六
～
一
八
二
○
）
は
、
こ
の
様
に
言
っ
て
い
る
。
又
、
頚
筏
の
秀
れ
た
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
一
人
で
あ
る
パ
ウ
ル
・
バ
ド
ゥ
ー
ラ
Ⅱ
ス
コ
ダ
は
、
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
響
き
は
、
い
つ
も
何
か
上
品
で
｛
貢
族
的
な
も
の
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
最
も
多
量
里
垂
現
を
槍
う
様
な
個
所
で
も
、
そ
の
音
響
は
透
明
で
美
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
（
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
演
奏
と
解
輝
」
よ
り

引
用
）
又
、
吉
田
宏
和
は
、
「
（
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
ワ
ル
ツ
は
）
責
に
音
楽
的
に
で
き
て
は
い
る
の
だ
が
、
簡
軍
す
ぎ
て
、
充
分
な
抵
玩
感
、
重
量
感

が
な
い
。
つ
ま
り
軍
一
に
封
す
る
複
雑
さ
の
幅
が
狭
い
の
だ
。
ぼ
く
は
そ
の
事
だ
け
で
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
を
非
難
す
る
つ
も
り
は
全
然
な
い
。
た
だ
な

ぜ
彼
が
こ
う
も
簡
軍
な
導
入
部
で
満
足
し
て
い
た
か
と
考
え
て
み
た
く
な
る
の
だ
。
そ
う
し
て
、
そ
の
答
を
一
言
で
言
え
ば
、
耳
が
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
の
耳
が
、
そ
れ
以
上
を
要
求
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
所
に
お
ち
つ
く
。
こ
れ
が
ワ
ル
ツ
だ
か
ら
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
』
握
雑
さ
を
さ
け

た
の
だ
と
い
う
の
は
、
ま
だ
本
営
じ
ゃ
な
い
。
彼
の
耳
が
こ
う
だ
っ
た
か
ら
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
一
生
ワ
ル
ツ
を
書
き
つ
づ
け
た
の
だ
。
で
は
も
し
、

彼
の
耳
が
も
っ
と
微
妙
で
複
雑
な
音
に
耐
え
た
ら
、
ど
う
な
の
か
？
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
愛
ホ
長
調
本
響
曲
（
【
く
忽
畢
を
み
た
ま
え
、
と
ぼ
く
は

言
い
た
い
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
耳
が
も
っ
と
榎
雑
な
音
を
一
寒
求
し
た
ら
、
と
い
う
仮
定
は
下
ら
ぬ
空
想
か
も
知
れ
ぬ
が
、
彼
よ
り
微
妙
な
耳
を
持
っ

て
い
た
人
は
ど
ん
な
曲
を
書
い
た
か
、
と
い
う
事
を
考
え
る
の
は
む
だ
で
は
あ
る
ま
い
。
ｌ
中
略
ｌ
饗
ホ
長
調
交
響
曲
の
導
入
部
は
、
そ
れ

だ
け
で
も
す
で
に
、
耳
の
あ
る
も
の
に
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
い
う
男
の
本
質
を
十
分
に
語
っ
て
い
る
。
一
度
ス
コ
ア
を
開
け
て
み
る
な
り
、
こ
の

曲
を
注
意
深
く
き
い
て
み
る
な
り
す
れ
ば
い
い
。
こ
の
曲
の
導
入
部
が
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
そ
れ
に
比
較
し
て
、
ど
の
付
匡
倶
雑
で
精
妙
に
な
っ
て
い
る

か
。
ｌ
中
略
ｌ
「
青
き
ド
ナ
ウ
」
と
こ
の
交
響
曲
、
つ
ま
り
そ
う
し
た
曲
を
一
生
か
き
つ
づ
け
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
い

う
男
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
い
う
男
の
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
命
が
、
そ
こ
に
こ
の
上
な
く
正
確
に
明
瞭
に
か
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
事
が
分
る
に
相
違
な
い
。
」

結

三五
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モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
音
築
の
特
質
ｌ
本
質
ｌ
で
あ
る
精
妙
さ
、
繊
細
さ
、
透
明
感
と
い
う
も
の
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
耳
Ｉ
史
上
ま
れ
な
耳
ｌ

に
由
来
し
て
い
る
と
い
う
事
が
、
以
上
の
引
用
に
よ
っ
て
＋
分
稲
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
こ
の
素
晴
ら
し
く
、
そ
し
重
旧
介
な
耳
を
持
っ
た
馬

に
、
大
雑
把
な
音
楽
を
書
く
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
博
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
イ
ン
ス
ピ
レ
イ
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
一

瞬
に
し
て
曲
の
網
て
が
見
渡
せ
る
形
で
湧
き
起
こ
っ
て
来
る
と
い
う
種
類
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
小
さ
な
動
機
を
コ
ッ
コ
ッ
と
積
み

上
げ
て
建
築
的
護
展
を
行
な
う
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
は
、
全
く
掛
種
に
位
置
し
て
い
た
と
言
え
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
そ
の
様
な
耳
が
、
音
階
を
歌

わ
せ
Ｉ
吉
田
秀
和
は
歌
う
意
購
と
い
う
絶
妙
な
言
い
方
を
し
て
い
る
．
ｌ
繊
細
な
プ
レ
‐
ズ
を
描
き
、
ア
ル
シ
ス
・
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て

軽
快
さ
と
躍
動
感
、
透
明
感
を
織
り
上
げ
、
微
妙
な
休
止
符
と
和
書
に
よ
っ
て
表
現
の
幅
と
奥
灯
き
、
そ
し
て
濃
度
を
高
め
て
い
き
、
全
鉢
と
し
て

精
峠
妙
無
比
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
音
楽
を
作
り
上
げ
た
の
だ
と
言
え
る
。
然
し
乍
ら
、
人
並
み
は
ず
れ
た
耳
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
事
は
相
営
に
骨
の
折

れ
る
事
で
あ
っ
て
、
彼
の
喜
び
全
星
し
み
も
、
こ
の
耳
に
起
因
し
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
一
つ
だ
け
附
言
す
れ
ば
、
よ
く
言
わ
れ
る

〃
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
音
楽
に
於
け
る
〃
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
ロ
の
ｇ
ｏ
ａ
ｍ
ｇ
な
も
の
″
に
つ
い
て
は
、
本
論
稿
に
於
い
て
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
次
の

機
曾
を
実
ち
た
い
と
思
う
。
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